
写真左：阪急六甲駅での街頭活動

写真右：平成 28 年９月

        決算特別委員会（局別審査）

政治をもっと身近にするために！
【決算特別委員会・局別審査】

○主権者教育 ・若者の投票率向上について
　　神戸市における参議院選挙の 18歳の投票率は 「50.72％」 であり、 19 歳の 「40.07%」 と比較して 10 ポイント以

　　上も高い結果になりました。 選挙年齢が引き下げられた初の選挙で注目を浴びた効果もあったようですが、

　　教育委員会へ市立高等学校における主権者教育の現状や、 選挙管理委員会へ投票率を向上する取り組みを質疑しま

　　した。 一部の学校では、 選挙に関する講演会を開いたり、 選挙で実際に使う投票箱を用いた生徒会選挙を実施したり

　　さまざまなどした取り組みがなされたようです。 そして、 六甲アイランド高校を含む３校が推進校に指定されています。

　　また、 大学生などに期日前投票や投票事務の手伝いをしてもらうなどの体験型啓発が行われました。

　　今後は、 「政治的中立性」 を担保しつつ、 テーマを掘り下げた主権者教育や若者が選挙事務に参画する体験型

　　インター　ンシップをさらに押し進めることを要望しました。

○オープンデータのさらなる推進について

　４月より神戸市はオープンデータのカタログサイトを公開し、８月末で避難所の位置図など約 170ファイルの

　データを公開しています。環境局のオープンデータを活用して、地域のゴミ収集日などを検索できるアプリが

　共同開発されています。しかし、横浜 300ファイルなど他都市に比べれば、まだまだデータの蓄積・公開の

　余地がある件を質疑。「市民の多様なニーズの理解をふまえ、庁内にデータ把握、整理、公開を働きかけること

　などで市民向けのカタログサイトの活用・啓発を図りたい」とのことでした。

○その他

　公務員の人事評価、神戸市の国際交流、アフリカ・ルワンダとの連携、里親支援、ソーシャルビジネスの推進

   ★　毎月末土曜日 10：30 ～　市政報告会を「六甲道勤労センター」で開催しています。
　　   メール等でご予約いただき、ぜひ、ご参加ください。　


